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今年の 4月から労働契約法の 18 条と 20 条が施行されました。18 条は無期労働契約への転換、 

20 条は、不合理な労働条件の禁止です。 

 その 18 条についての厚労省のパンフの解説文に、今回は一言いいたいと思います。まず、基本

的なことを押さえておきます。 

条文は、同一の使用者との間で、有期労働契約が通算で 5 年を超えて繰り返し更新された場合は、

労働者の申し込みにより、無期労働契約に転換します。ということです。通算契約期間のカウント

は今年 2013 年（平成 25 年）4月 1日以後に開始する有期労働契約が対象になります。 

 つまり、今年の 4月 1日をまたがって有期労働契約が成立している契約は、その契約が終了して

から、新契約が今回の改正の網にかかります。 

 では、具体例で示します。 

例 1 

契約期間が 1年の場合 

 

          通算して 5年 

          

             

                 

          

 契約締結   更新     更新     更新      更新     更新 

 

                                     申し込み期間 

例 2 

契約期間が 1年の場合 

ここに 6 月以上契約期間がないと、通算 3 年の契約

期間は、リセットされ、0になる。当然無期化にはな                    

りません。 
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厚労省の労働契約法改正のあらましパンフの 

ペ－ジ 7の解説は、こうすれば、わかりやすい！ 
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では問題の解説文に移ります。まずは、厚労省の文（労働契約法改正のあらまし、Ｐ7）は、 

タイトルは通算契約期間の計算について（カウント方法） 

通算契約期間の計算は、暦用いて、年、月、日の単位で行います。 

 契約期間の初日から起算して、翌月の応答日（月違いの同日）の前日をもって「1か月」としま 

す。複数の契約期間について 1 か月未満の端数がある場合には、その端数どうしを合算した後に 

30 日をもって 1か月に換算（繰り入れ）します。 

 ｛例｝前の契約 平成 25 年 4 月 5 日～同年 7 月 15 日 （3 か月＋11 日間） 

    次の契約 平成 25 年 8 月 3 日～同年 10 月 1 日 （1 か月＋29 日間）の場合 

    （3 か月＋11 日間）＋（1か月＋29 日間）＝4か月＋40 日 

                       ＝5 か月＋10 日となります。 

この文から、だからどうなのかということが全く分からない。そこで、 

 この文を線で表すと、 

                Ａ区間             Ｂ区間 

       3 か月 11 日          1 か月 29 日 

                                    

    ４月 5日   7 月 15 日     8 月 3 日   10 月 1 日 

 

4 月 5 日～7月 15 日まで、3か月 11 日ありますので、次の区間：Ａ区間が 2か月以上あれば、 

通算契約期間がリセットされますが、2か月未満なので、8月 3日からの期間に通算されます。 

 だから、（3か月＋11 日間）＋（1か月＋29 日間）＝4か月＋40 日 

                        ＝5 か月＋10 日 

という足し算が出てきたわけです。 

 つぎに、通算して 5か月＋10 日の契約期間があるということは、雇用されない期間：Ｂ期間が 

3 か月以内であれば、5か月＋10 日が次に始まる契約期間に加算されるということを表します。 

つまり、経営者サイドからすると、3カ月以上離してから雇用契約を結べば、前に雇用した期間が 

全く通算されないということを表しています。以上で、通算の方法については、終わりです。4月 

以降、労働者も事業主もトラブル防止のために、雇用契約書の保存を最低 5年間は保存すべきであ 

ります。 

  

現在、わたしは、毎週 1回ビジネス英会話を習っています。 

そこで習った興味深い英語を今日は、ここにプレゼンします。 

まず、①ご職業なんですか？      What do you do ? 

この表現方法は、よくつかわれます。また、bread（ﾊﾟﾝ）という単語を私は、たまに使います。 

What’s  your bread ?  

      ②勤務地はどこですか？     Where are you based ? 

または、Where do you work ?  でもいいです。 

   ③出張の多い仕事ですか？        Do you travel a lot in your job ? 

出張を英語では、travel という単語を使うことは、私自身知りませんでした。 

Travel という単語は旅行をするというイメージがあったように思えます。 

   ④日常の仕事の内容       your daily routine  

   ⑤営業マン           a sale representative 

   ⑥仕事の肩書          your job title  以上ミニ英会話教室でした。 


